
昭和 37年 4月 30日

宮城県北部地震調査報 とと*仁3

仙台管区気象台州

~ 1. 概観

昭和37年 (1962) 4月 30日11時26分ころ，東北，

関東および中部地方の一部にかなりの地震を感じた.こ

の地震の震源地は宮城県北部で， 北緯380 44'::t:1'，東

経 141
0

06'::t:1'，震源の深さは約 10km震源における発

震時は 11時 26分25.4秒::t:0.2秒と推定された

今回の地震の最大震度は震央付近で震度VIと推定され，

最大有感距離は山梨県の甲府までの 400kmに達するも

のであった.地震の規模は坪井の式 (1954)を用いて求

めた値は 6.4であり，昭和31年 (1956) 9月30日の宮

城県白石付近の地震より大きかった

余震は規模の割にかなり多く発生し，石巻では地震後

20日間で 426回を数えた.また，震央付近が内陸の平坦

部であり，地盤が第4紀の比較的軟弱であったため，有

感回数は 6月末まで 174回に達したまた，築館通報所

に設置した石本式地震計による観測によれば5月5日よ

り末日迄の余震回数は 504回となった.

この地震により震央付近一帯は地割れ，地すべりなど

の地変が各地に発生し，また，その被害は死者3名，重

傷 39名，建物全壊340，半壊1，114に達し，道路，河川，

橋りょうその他にもかなり被害を生じた.このため，震

央付近の 7つの町村は災害救助法の適用を受け，また"

この他被害を受けた市町村は 13にのぼった.

~ 2. 震度分布および地震力規模

気象官署および区内観測所で観測した震度を第 1表に

示したこれに基いて推定される震度分布は第 1図 (a)

である.この結果有感地域は南北に長く，最大有感距離

は山梨県甲府まで約400kmに達した. また震度町の地
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第 1表宮城県北部地震震度表

V : (仙台)築館，古川，若柳，佐沼，小牛田.

IV:仙台，石巻，福島，盛岡. (仙台)鳴子，鴬沢，原，
亘理，登米，気仙沼，松島，志津川，女川，橋浦，山

内，松倉，玉山，門沢，津谷，吉岡，大河原，小野田，

花山，三本木，金華山，白石，筆甫. (福島)平野，

飯坂. (山形)新庄. (秋田)横手.(盛岡)一ノ関，

衣川，田瀬，花巻，雫石，北上，千厩.

ill:白河，山形，宮古，小名浜. (仙台)金山，耕野，

青根，秋保，中山. (山形)米沢，高崎，尾花沢，金

山，古口，差首鍋，高畠. (秋田)刈和野，阿仁合，

大川，鎧畑，角館，湯沢，鷹巣，大正寺，大曲，象潟，

花輪，院内，沼館，矢島，大阿仁，皆瀬. (盛岡)石

淵，湯田，好摩，若畑，岩洞，軽米，能崎福島)

津島，塩尾崎. (水戸)館野，目立，神峰山. (新潟)

両津，六日町，玉泉，中条. (熊谷)入間川. (宇都宮)

喜連川，羽黒，矢板，東那須野. (青森)休屋，三戸，

五戸.

ll:水戸，新潟，宇都宮，青森，秋田，八戸. (福島)

若松，郡山. (青森)弘前，横浜，五所川原，小、沢口，

三沢，黒石，田子. (秋田)能代，藤倉，小坂. (山形)

荒沢，飛島(岩手)山形. (前橋)藤岡. (水戸)小

瀬，古河，筑波山，大子，笠間，湊，麻生. (新潟)

下関，羽茂，森町，村上. (熊谷)栗橋，上尾.(銚子)

佐倉. (束京)小名木川. (宇都宮)大田原，真岡，馬

頭，今市，桑，茂木.

熊谷，東京，横浜，前橋，甲府，相川. (仙台)湯

原. (青森)田名部， 東目屋， 平館. (秋田)船川.

(山形)板谷. (前橋)伊香保. (新潟)長岡，小出.

(熊谷)越谷，杉戸， 川越， 鶴ケ島. (宇都宮)日光，

小山. (銚子)市)I¥，千葉. (横浜)厚木，金田，仙

石原. (甲府)増富 (東京)西ケ原，淀橋. (室蘭)

鵡川.

域は南北に約200kmにおよんでいる. いま震央付近を

更に拡大してみたのが第 1図(b)で，震度Vの範囲は南

北に約40kmの長さになり，最大震度はVIと推定される.

第 2表のうち，最大振幅が東西，南北両成分共に報告

されている 64か所の値を用い， 1954年の坪井の式

M=l. 7310gム+logA-O. 83 (1) 

(M:地震の規模，ム:震央距離 (km)， A:合

成最大振幅 (μ))
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第1図 (a) 震度分布図

により M を求めてみると 6.4となった. このうち地盤

係数件)の分っている 43か所について M との関係を

求めてみると第2図のようになる.これを見ると当然の

ことであるが，kの小さい所ではMが大きく，大きい所

では小さくなっている.またこの値は東北地方内陸で起

こった昭和31年(1956)9月30日の宮城県白石付近の

地震 (M=6.1)より大きく，昭和14年 (1939) 5月 1

日の秋田県男鹿半島の地震 (Mニ7.0)より小さい.

~ 3. 震源およびその付近の地質構造

第2表は全国の気象宮暑で観測した各種の験測結果を

示す.このうち，震源に近い東北管内の値は直接記象紙

より読み取ったものである

この表で， 震央距離ムニ200km以内の 10か所の値

を用い，第 1近似の震源を北緯38;7。東経141.10，深さ

10kmとして，Pの発震時から Hodgson の第2の方

法により震源および震源における発震時を求めてみると

次のようになる.

地震月報によれば震源要素は
38044'士10N，141008'::I::2'E， h= 0 km， 
Oニ 11il26m21. OS::I::O. 2s 

J1J. 

(1 

3ぢ目、

1l! 

JIl. 

.Sl 

@ 凱包司具、j

第1図 (b) 震度分布図

北緯:380 44'::1::01' 

東経:1410 06'::1::01' 

深さ:lOkm、

震源時 :11時26分25.4秒::1::0.2秒

この震央の位置は宮城県北部の伊豆沼の北にあたる.東

大震研の岡田氏よりの私信によれば，水準測量の結果，

築館のやや北:-z:地震による変化量と思われる値が最大を

示したこの場所は震央の真西で最も震央から近U、とこ

ろである.このことからもこの震央の位置は極めて妥当

なものであろう

この震央を用いて各観測点のムを計算したものが，

第2表に示しである.この結果にもとづいて走時曲線を

書いたものが第3図である.この図で実線はP波につい

て和達，鷺坂，益田，S波について鷺坂，竹花の H二 0

kmおよび 20kmの走時曲n壊である

今回の震央付近は坪井などの重力測定によれば2)Bou-

guer異常の急変の線として指適されてし、る盛岡 白河

構造線上にあったということは注目すべき事実である.

このことは地質構造上かなり問題にされるものと思われ

る.この地方の地形および地質を大ざっぱに云えば，海

抜25mないし 15m の平坦地であって， 担:合，鳴瀬，

迫および北上の各河川の運搬作用を受けている第4紀の

沖積層が一帯をおおっているものである. しかし，詳細

に見るならば古生層および第3紀層の高丘、起伏がその
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P 波初動 耳E又j 大 波
観測所 震度 発 震 時 | S波発震時 N-S E-W U，..，D P-S ~ 

N-S U-D 
振幅|周期|振幅 l周期|振幅 l周期

h m s μ μ m s mm  s 立1m s mm  s slkm 

苫広 小 牧尾代島山 O 

e 11 27 30.4 eS 28 23. 7 125 1.0 160 0.8 53. 3 440 
eP 11 27 26.9 iS 28 13. 7 46.8 441 

三 OO iP 1127 
2267..7 4 
S 91 W 12 U S 28 12. 2 1000 4.ー 1000 4.ー 250 3.ー 45. 5 442 

網高 | 0 O 
iP 11 27 U S 28 16.4 310 4.一 340 4.一 240 3.ー 49. 0 442 
P 11 27 29.0 eS 28 27. 1 58. 1 443 

敦ま寿火 沢都賀島岡

O O 
iP 11 27 31. 0 S ' 4 W 31 U iS 28 23.0 160 3.ー 180 4.ー 110 4.ー m52.0 458 
eP 11 27 28.6 eS 28 33.3 140 4.ー 9 3.ー 8 3.一 1 04.7 460 

O iP 11 .27 31. 4 S 13 E 5 S 28 28. 9 57.5 461 
O eP 11227 7 43.9 eS 28 51. 8 1 07.9 461 
5 iP 11 29.2 S 3 W 2 U iS 28 21. 2 330 3. - 350 3.一 220 4.ー 52. 0 462 

静札帯長御 津前 幌崎広岡呂

。 iP 11 27 34.2 S 10 W 10 U S 28 25. 1 210 5.一 -410 6.ー 270 5.ー 50.9 479 
O iP 11 27 31. 3 N 7 U 7 108 1.5 145 1.2 58 1.5 484 。 eP 11 27 37.4 e 28 33.8 500 400 7.ー 50 7.2 56.4 497 
O P 11 27 33.5 e 28 37.4 170 1.6 180 1.6 190 2.0 1 03.9 503 
O P 11 27 39.0 S 5 W 2 U eS 28 35.8 600 6.ー 770 7.ー 370 6.ー 56. 8 522 

福岐浜釧名 古 阜松屋路井 J 

O p p 11 27 38.4 S 28 36. 7 58. 3 522 
O 1122 7 40. 3 S 2 w 2 U S 28 27. 0 140 2.ー 100 2.一 63 3.一 46. 7 532 
O iP 11 27 40.5 S 1 町7 1 1 U 

eeis s s 
28 39.0 240 5.ー 210 3.ー 130 6.一 58.5 537 。 P 11 27 436 1.1 S 3 w 7 I U 28 36.ー 900 3.ー 320 3.ー 160 4.一 54. 9 538 

O iP 11 27 .9 (U) 28 33.0 56. 1 552 

旭寄亀留 j4瑚山世1I i 
O iP 11 27 41. 9 S o. 5 E 1.7 D 1.3 eS 28 45.4 195 3.5 138 3. 5 1 03.5 574 
O iP 11 27 47. 9 S W U iS 28 52. 6 230 6.ー 140 4.一 100 7.一 1 04. 7 576 
O eP 11 27 44. 9 S、 28 45.6 1 00. 7 586 
O iP 11 27 48.6 S 5 九へ/ 7 I U S 28 53.5 270 4.ー 440 5.ー 100 3.一 1 04.9 594 

津
、。 P 11 27 52.2 1000 1000 400 604 

舞根奈京八 丈 鶴都室島良

O eP 11 127 55 1.3 eS 28 59. 3 1 08. 0 622 
O eP 127 7 1.0 iS 29 00.0 170 7. - 150 5.ー 190 5.ー 1 09. 0 629 
O eP 11 2 45. 3 eS 28 51. 7 1 06. 4 632 。 eP 11 27 48. 4 S 28 50.2 35 4. 4 49 12.2 14 3. 8 1 01. 8 639 
O iP 11 27 56.0 N 5 E 6 U iS 29 34. 7 1500 1.一 1 38. 7 648 

網大尾神取 鷲走阪l烏ヨ

O e 11 27 50.3 649 
O 11 27 57.3 U S 29 11. 2 700 5.ー 900 5. - 200 4.ー 1 13. 9 670 
O iP 11 27 56.4 S w U iS 29 22.9 66 5.ー 82 5.ー 100 5.一 1 26. 5 676 
O eP 11 28 00. 7 29 15. 0 1 14. 3 692 
O P i 11 28 02. 5 29 29.3 1 26. 8 709 

品。
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27巻 2号

現象が存在することを意味する.最近の研究3)、では東北

地方の地向斜の現象は日本海沿岸と内陸盆地の一部しか

存在しないという解釈は修正され，北上河谷地域にも存

在することが明らかにされた.過去の地向斜形成，発展

および解体に造山運動の一部として地震火山活動も関与

しているものと推定されているので，この意味で今回の

地震発生は興味深い現象であろう

報時震験

• • • • • • • -----a---

••• ••••• 
• 
.¥ 

• 

、• 
初動分布

第4図は初動分布を示したものである.この図を見る

と震央付近はすべて引きであり，他は大体押しであるがテ

北海道や九川の一部で引きのところがあるため，これら

を満足するような発震型を決定することはむずかしい.

S 4. 

1.0 2.0 . 匂O
比盤係数(亀

84 

前震および余震* 5. 
地盤係数hとMとの関係

中でほぼ南北および東西に複雑な形で入りまじっている.

このことは明らかに地質学で問題にされている地向斜の

第 2図

この地震の直前に前震らしいものは記録されていない.

• t (P.S)， (P.S) 
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85 宮城県北部地震調査報告一一仙台

図布分動初第 4 図

表(前震 :3月28日)
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86 験震時報 27巻 2号

第 4表余震表

No. I発震時種 最大震度 。市

151高
発震時 種 最大震度 。市

立|高月 l日|時|分類震|観測点 考 月|日|時|分 類 言|観測点 考

1 41 30 111 34 鉦
O O 

61 41 30 13 。。 グ O (B 
2 グ 34 ノグ 62 111 03 グ O B 、

3 グ 35 グ O 63 グ 04 ノゲ O B 、

4 ノ7135 グ O (A) 64 グ 05 ノゲ O A、

5 グ 36 1/1 0 65 3 グ 06局 E 金華山

61 //1 37 グ O 66 グ 10鉦 O
7 ノゲ 38 ノ710 67 1/1 12 1/1 0 (B 
8 ノゲ 39 1/1 0 68 ノゲ 15 1/1 0 B 、

9 グ 39 グ O 69 4 グ 16
鉦小 E O 山内，古川，ほか2カ所10 グ 30 〆710 70 グ 20 (B: 

11 グ 40 グ O 71 グ 25 ノ710 
12 グ 41 1/1 0 72 5 グ 25

ノ鉦ト E O 女川
13 ノ7141 1/1 0 73 グ 26
141 1 グ 42

局鉦 E O 金華山
74 グ 28 111 0 (B: 

15 グ 44 75 グ 29 1/1 0 B 、

16 グ 45
AA〆FOO 76 グ 31 グ O

17 メ7146 77 グ 31 グ O (B 
18 グ 47 グ O 78 グ 33 メ710 B' 
19 111 48 ノ710 (A) 79 グ 35 グ O B' 
20 グ 48 ノゲ O 88 グ 38 1/1 0 B 、

21 グ 49 ノゲ O 131 39 鑑 O
22 ノ7151 1/1 0 82 グ 42 〆710 (B 
23 グ 52 グ O (B) 83 ノ7145 ノ710 B、

24 ノ7153 グ O 84 ノ7146 グ O B 
25 グ 54 ノ710 (B) 85 グ 50 グ O

26 ノ7154 グ O 86 ノゲ 51 ノゲ O 'I(B: 
27 ノゲ 59 111 0 

(((BBB) ) ) 
871 6 ノゲ 58 

局鉦 E O 山内28 121 00 グ O 88 グ 59
29 グ 00 グ O 89 141 00 1/1 0 (B: 
30 ノ7100 グ O、 90 グ 02 グ O

31 グ 01 グ O 91 グ 03
ノAY'O  O (B: 

32 ノ7106 グ O (B) 92 グ 03
33 ノ7106 グ O 93 グ 12 グ O
34 グ 07 1/1 0 94 ノ7113 グ O

グ 08 グ O (B) 95 グ 21 //1 0 (B: 

36 //1 08 ノ710 96 ノゲ 26 ノ710 (B: 
37 グ 09 ノ710 97 ノ7127 グ O
38 //1 10 ノァ O 

(((BBB) ) ) 
98 グ 32 グ O (B: 

39 グ 11 //1 0 99 7 ノ7135 
鉦小 E O 古川40 グ 11 ノゲ O 100 グ 35 (A 

41 121 12 鉦 O 101 グ 38 ノ710 
42 グ 14 1/1 0 102 メ7145 グ O B、

43 2 グ 17
局鉦 I 女川，志津川 103 ノ7149 メ710 B 、

44 グ 23 O 104 グ 56 1/1 0 
45 グ 24 1/1 0 105 グ 57 1/1 0 (B; 

46 ノ7129 グ O 106 ノ7158 111 0 (B 
47 グ 27 グ O (B) 107 151 01 グ O B' 
48 グ 31 1/1 0 108 グ 03 1/1 0 B、

49 ノ7132 ノ710 (B) 109 8( グ 04
局鉦
E 金華山

50 //1 38 グ O

(((((ABBBB)I Y ) ) ! 

110 グ 21 O (B: 

51 
ググ 34 0 9 1/1 0 111 ノ7121 グ O

52 111 0 112 グ 35 グ O (B、

53 グ 42 1/1 0 113 グ 58 1/1 0 B、

54 グ 44 //1 0 114 161 59 1/1 0 B 、

55 グ 46 1/1 0 115 グ 04 ノ710 B 、

56 グ 48 ノ710 116 グ 16ググ (B; 
57 グ 49 グ O 117 グ 30 グノY
58 グ 53 //1 0 118 ノゲ 44 ノY
59 グ 55 グ O 119 9 グ 551/鉦j、WI古)1¥，山内ほか2カ所
60

1 

グ 59 ノグ O (B)I 120 171 03 01 - I(B; 

- 44-
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No. 発震時 種 最大震度 ~備 No. 発震時 種 最大震度 イ席

合計I 感有 月|日|時|分 類 El 者見 摂IJ ，#: 考 合計I 感有 月[日|時|分 実頁 震|観 誤IJ 占 考

121 4 30 171 05 181 221 5 11 // 09 局鉦 E 築館122 //1 08 グ O
((AB) ) 182 

// 09 O 

((((B B B B 
123 //1 25 ノゲ O 183 ノゲ 13 A〆 O 
124 //1 26 グ O 184 グ 28 グ O
125 グ 26 グ O 185 グ 51 ノ~I 0 

126 グ 31 ノ~I 0 186 ノ~1 59 ノ~I 0 
127 グ 34 ノゲ O 187 021 05 ノ~I 0 

((B B 128 グ 36 グ O 188 24 ノ~I 0 
129 グ 44 ノゲ O 

(B)! 
189 58 // I 0 

130 グ 47 ノ~I 0 190 59 グ O (B 

131 グ 57 ノ~I 0 191 031 051 // O 

((iB B B B 
132 181 06 グ O (B) 192 ノゲ 19 グ O
133 メ~1 11 ノ~I 0 193 グ 36
134 グ 13 //1 0 

((B B i グ 45 //1 0 
135 グ 18 グ O //1 56 ノ~I 0 

136 グ 37 //1 0 

((((B B B B 

041 03: グ O (B 
137 グ 53 //! 0 ノ~1 06 /，〆 O 
138 //1 57 グ O ノゲ 13 /，〆 O 

((B B 139 191 06 //1 0 グ 16 /，〆 O 
140 グ 34 ノゲ O グ 27

1
// O 

141 10 グ 38
局無i E O 古川，気仙泊 I 05

1 
39 局担無 O 

142 グ 52
(((A BB 23 0グ6|1429211 I 築館

143 201 02 ノ~I 0 O 
144 ノゲ 06 グ O グ 32

1
グ O 

145 11 グ 13局 E 山内 071 071グ O 

146 グ 17無 O

/〆 08 局無局生涯
E 築館

147 グ 20 //1 0 グ 20 O 
148 グ 28 //1 0 //1 41 

阻; 築築館館，山内149 グ 33 ノ~1 .0 08 15 
グ 38 グ! 0 

Aグrii319 8 グ
(B 

151 グ 39 グ O
(((B)) ) 211 

O 
(((B B B 152 グ 40 グ O B) 212 ?~I ~~グ O 

153 グ 51 グ O B) 213 10; 35 ノゲ O 
154 211 00 グ O 214 グ 44局

II 築築館館，登米155 グ 01 グ O (B) 215 11! 02 // 

156 グ 02 //1 0 

(((((Bj) ) ) ) 216 

// 07担 O 
157 グ 04 グ O B) 217 //1 43 グ O 
158 ノゲ 08 グ O B B 218 29 121 15 局金正 E 館築，古川
159 グ 09 /ゲ O 219 131 03 O 

((B B 160 グ 16 ノゲ O B) 220 グ 23 /，〆 O 

161 221 03 局鑑 E O 
(((((B)) ) ) ) 221 

14; 13 局鐙E 築館
162 12 グ 08

築築館館
A) 222 グ 20 A〆

((B B 163 13 グ 12

副局| 1 E 
B) 223 、28 /ノ /ゲ、

164 グ 22 B) 224 171 09 グ i/ 
165 14 グ 32 築館 A) 225 グ 10 ノゲ L〆 (B 

166 15 グ 34 111 II 築館
(((A1i I 226 

31 グ 11局
II 築築館館167 グ 36

無局fJE卜EIE 0 O E 

Bl227 32 ノ~1 14 /，〆
168 16 グ 41 築館 B)1228 グ 52無 O 
169 ノ~I 46 B)'229 181 23 // 0: 
170 17 //1 46 築館 230 //1 59 グ O 

グ 155 171 18 局 E
築築館館

231 191 15 // O 
(((B B B 172 19 231，05 グ E 232 33 201 01 局鉦局 I 

173 // I 06 
局無無l l H 0 I 

233 グ 03 O 築館
174 20 

築築館館
グ 10 E 

175 21 (B )112351 35 グ 271// E 古川

176 グ O
聞(())いl 描

グ 37 ノゲ

阻町。!I橋築築築築館浦館館館， 古川
(B 

177 ノゲ 41 グ O Br2371 37 グ 41 /，〆
178 グ 46 グ O A)'12381 38 211 04 // (B 
179 グ 51 グ O 112391 39~ グ 10 グ
180 011 08 グ i0 (B);1240j I グ 25無 (:8 

- 45-

宮城県北部地震調査報告一一仙台



88 験震，時報 27巻 2号

No. 発震時 種 最大震度 備 No. 発震時 種 最大震度 備

合計I 有感 月|日|時|分 類 震| 観 誤IJ J~三 考 合計 1 有感 月l日|時|分 類 震| 観 誤IJ ，京 考

241 51 1 鉦 O 51 4 011 37 

(((((B B B B B 
242 58 11 O 021.26 グ O
243 21 11 O (B グ 50 グ O
244 40 30 局鉦 I 女川 041 51 グ O
245 16 O 051 31 グ O

246 51 2 00 23 グ O 
(((B B B 22 47 グ 28 111 0 35 ノア O 

48 グ 55 グ O ， 42 メi"10 
249 01 31 グ O 48 111 0 
250 41 28 局 H 築館 54 07 局 I 築館

251 42 38 グ

EEI 築築山館館内，古川

12 無 O

(((((B B B B B 
252 43 42 五〆 (B 05 111 0 
253 44 43 〆Y 55 131 49 

局無局 0 I 築館14 鉦 O ((B)) 314 161 38 
255 13 11 O A)11315 56 171 46 I 築館

156 14 〆Y O 
(((ABB) ) ) 
316 181 13 鉦 O 

(((A B B 257 15 A〆 O 317 111 49 11 

0I11 1 築築館館258 11 O 318i 57 191 16 局
259 45 /鉦j、E 築館，古川，山内 グ 27 11 
260 04 O (B) 320 ノゲ 38 主正 O (B 

261 05 1/ O (B) 321 19 51 グ O (B 
262 46 45 

局局鉦
E 築館 322 21 37 局

EI 築築館館263 081 21 O 323 60 22 54 (A: 
264 47 101 57 

HI 築築館館，古川
324 5 51 00 08 生正 O B 、

265 48 111 43 A〆 325 01 59 (1 O 

266 12113 

無局局先住

0' (B) 326 021' 58 ノゲ O (B: 
267 49 131 37 

HII 築築築館館館
327 61 04 09 

小主任 1築館，松倉2681 50 グ 48 328 グ 17 

血。||築館，橋浦，松倉
(B 

2691 51 161 24 329 
621 

ノゲ 57 グ B 
270 191 09 O 330 08 41 

271 ノi"1 19 グ O

(((((BBBBHh 1 y ) ) 

331 63 12 34 局 ~I 築築館館 (B 
272 20 07 グ O 332 64 13 04 p A、

2731 52 21 07 局伍 I 築館 333 グ 25 生局正 O B' 
274 ノY 30 O 334 65 20 12 

HI 橋築館浦275 グ 35 ノグ O 335 66 グ 38 /グ

221 52 局鉦 I 築館 336 51 6 。。
310 2 
盆正 O 

((B B 277 231 00 O (B)[ 337 01 A〆 O 
278 グ 35 グ O 338 グ 29 グ O B 
279 ノi"1 35 グ O

|((BB) ) 
339 02 31 グ O B' 

280 51 3 。。 26 鉦 O 340 06 14 グ O B、

281 。。 41 111 0 341 67 07 築館 (B 
282 メi"149 ノi"10 12 00無 O B' 
283 02 37 グ O 

(((BBB) J ) 
343 ノY 19 グ o A、

284 グ O 3441 68 I 築館 B、

285 041 58 グ O 345 グ 29 O B 、

051 54 グ O A)11346 181 551 11 O 
061 50 グ O B)11347 191 231 1/ O (B: 

22888 9 07 49 ノY O A)11348 21129 グ O 

|ヲ 391 1/ O B)11349 グ 311 11 O 
290 52 グ O B)11350 221 491 1/ O 

291 14140 グ O 021 56 グ O (B 
292 151 34 グ O B)11352 0045 36 グ O 
293 17144 111 0 B)1I353 17 グ O 
294 2 1943 グ O 354 081 19 グ O (B 
295i 01 06 グ O A)113551 69 091 18局 I 築館

296 111 15 グ O B )113561 70 121 23 グ I 築館 (B: 
297 22: 25 グ O B)11357 171 05 無局 O 

B、

298 3581 71 181 40 
EEE 築築橋館館浦"若柳299 111 551 111 0 

Bj吋;:| 201 00 グ
300 1234| グ 10 B )113601 731 判021 1/ 
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No. 発震時 種 最大震度 。南 No. 発震時 種 最大震度 。首

合計I感有 月l日[時|分 類 震|観 誤リ }~ 考 合計I 感有 月|日|時|分 類11 観 誤.lJ ，長 考

361 51 8 02 32 鉦 O 5115 071 281 局無局 I築館
築館

362 グ 32 グ O 3971， 081 50 O (B、
363 74 04 16 

局鉦局
E 橋浦 3981101 101 44 

EII 築築築館館館

B 、
364 11 49 O 3991102 141 52 グ B 、
365 75 17 15 H 若柳，玉山 4001103 171 52 グ

366 76 ノゲ 24 

局無局生局涯

皿築館，若柳 401 191 09 無 O (B、
396 7 19 27 O 

(((BBB) ) ) 
402 グ 28 //1 0 B 、

368 77 51 9 01 54 I 築館 44004 3 
51 16 001 47 //1 () B 、

369 03 48 O 031 25 //1 0 B; 
370 78 07 54 E 橋浦 405 104 051 27 局 E 古川

371 79 12 34 λ/ 

I 築築築築館館館館， 

築館 406 181 19 
鉦局ル O I I 

(築A館J 
372 80 14 25 // (B) 407 105 211 35 

築築館館373 81 21 11 A〆 E 若柳，ほか5カ所 408 106 221 51 築館

E3 74 82 23 58 // I 築館 409 51 17 001 18 
無局 E O ((ABJ ) 

75 51 10 02 22 鉦 O (B) 410 107 081 50 築館

376 83 05 07 局

。IIII 築築築築築館館館館館 (((((BBBBB) ) ) ) ) 

411 221 30 無 O (B、
377 84 09 37 点〆 412 51 18 031 53 //1 0 B 、
378 85 20 53 A〆 413 051 15 //1 0 B、
379 86 51 11 。。 43 局鉦 414 108 061 16 

局鉦 O I 築館
B 、

380 87 10 46 415 091 54 B、

381 21 39 鉦 O 

(((((BBBBB) ) ) ) ) 

416 11 09 101 38 局 E

築築築築築館館館館館

(A、
382 グ 58 グ O 417 10 グ 40 B、
383 88 51 12 02 12 局

EII 築築築館館舘
418 111 51 19 001.29 B) 

384 89 05 20 A〆 419 112 081 29 //1 m 
385 90 06 24 ノゲ 420 113 グ 34 //1 II 

386 23 35 
征局

EEoII 築築築築築館館館館館

(A) 421 114 101 10 //1 II 

築築築築築館館館館館， 若柳
387 91 5113 06 06 422 115 グ 28 (B、
388 92 14 36 ノY (B) 423 116 グ 521 B、
389 93 18 58 // 424 117 グ 59 B、
390 94 51 14 02 42 ノゲ (B) 425 113 121 26 //1 1 B、

J 

391 95 03 49 426 51 20 02 (B) 

局
皿E皿II 築築築築築館館館館館， 若柳

03 無盤F局I、O 392 96 04 11 4271119 04 311 IH rn築館，若柳
393 97 07 24 // (B)[428 、05201 $1;1 0 (B) 
394 98 

010 9 
35 グ 4291120 09 

395 99 24 L〆 13 

4311122 14 21 グ E 若柳 (B) 

注)備考の (A)は石巻の 100倍および 1000倍のみに記録されているもの. (B)は石巻の 1000倍のみに記録

されているもの. (築館)は築館の石本式地震計のみに記録されているもの.

しかし，約1か月前の3月28日にほとんど震央付近と

思われる 2つの地震があった.それは 5時27分と 06時

46分で，第3表は石巻，仙台，福島および盛岡の観測結

果で一部は直接地震記象紙より読み取った.また，震央

に近い築館で震度Eの有感となっている.この結果から

明らかに今回の地震の震央付近で起きたもので， ，厳密

な意味では前震といえないかも知れないが，広い意味で

は前震といってもよいであろう.ただし，この震央は本

震よりやや南東寄りと推定される.

余震は規模の割合にかなり多く発生した.われわれは

余震を詳細に調べるために， 石巻に設置してある 59型

電磁地震計の 100倍(直視式)と 1000倍(光学式)の

記録巳ついて 5月20日まで、直接読み取った. また，

5月5日から築館に石本式地震計 (150倍)を設置し余

震観測を行った.

第4表は石巻の記録を中心に，明らかに余震と判断さ

れるものについて示したものであるが，有感で石巻に記

録のないものについて，築館の記録を参照しである(築

館の有感報告は本震後22時ごろまで， 通報所内の被害

のための混乱や現地踏査のため， 欠測となった). この

結果5月20日までの合計で431回，そのうち有感は 122

、回の多きに達した.なお，築館の地震計による観測では

5月5日12時より 5月末日まで 504回， 有感は 6月末

日まで 171回となった.

第5図は本震後24時間(1日)毎の余震回数で， 石

巻については5月20日まで， 築館の地震計観測および

- 47ー
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ず事館

ー。一石-1

一←有感

第 5図 24時間(日)毎の余震回数

験震時報 27巻 2号

日
20 

10 

8.0 

有感のみについては 5月末日まで示した;有感の第 1日

目が少ないのは上記の欠測のためで，実際は更に多いも

のと考えられる.これを見ると大体双曲線型になってい

るが，築館の回数は石巻のそれの数倍以上で，かなり長

く尾を号|いておることがわかる 第 6図石巻における P-S分布

第 5表 宮城県内における過去の地震表 (1885-1956)

震 央
年
月日|時分

Mk 震 央 地 名
E 。 N 。

明治 18 6 11 09 30 1410 10' 380 55' 5.9 北上川中流域

10 31 10 30 1410 00' 380 45' 6. 7 向上

22 10 26 17 50 1410 30' 330-55' 6.4 北上川下流域

23 1029 22 36 1410 10' 380 25' 5.9 石巻附近

25 7 20 03 09 1410 10' 380 25' 6.4 陸前地方

7 20 11 31 6.4 同上

7 20 14 10 6.4 同上

⑧ 1 

1 17 45 31 1410 390 5.8 陸前北部

O 5 12 02 23 1410 390 7. 3 向上

O 5 12 01 39 141。 390 6.5 向上

(殉 5 30 17 50 1410 390 5.3 向上

O 9 5 02 38 141。 380 30' 5.2 陸前中部

@ 2 11 18 15 1410 10' 380 50' 5.3 陸前北部

3 28 18 28 1400 30' 380 10' 5. 1 陸前南部

10 13 19 23 1400 50' 380 10' 6.1 向上

⑮ 1 2 16-25 1400 50' 380 50' 5. 6 陸前北部

39 4 8 08 38 1400 10' 380 10' 6. 1 陸前西部

40 3- 5 20 21 1400 50' 380 10' 6. 1 陸前南部

41 5 15 10 40 1410 20' 380 20' 5.7 向上

44 4 16 01 28 1400 8' 380 3' 6.5 仙台附近

@ 9 19 22 03 1410 390 5.9 陸前北部

45 5 20 01 24 1400 6' 380 7' 6.3 北上川中流域

5 28 06 48 1400 7' -380 8' 6. 4 陸前北西部

大正 2 5 4 15 04 141
0 3' 380 6' 6. 1 北上川中流域

13 3 8、 1807|町 0' 38
0 2' 6. 1 宮城県南部

昭和 31 9 30 06 20 ! 1400 55' 3r 95' M 6.1 向上

注)年のO印は今回の震央と大体同じ位置と推定さ‘札るもの.

被害

l 比全半傷壌壌 44η 4 8 

1 
1 
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第 6図は石巻における5月未日までの主な余震のP-S

分布を示したものである. これも見ると 3.5秒から 5.6

秒までの範囲でこれを余震域とみなすならば，大体震度

VIの範囲内にあったものと考えられ，これは地震の規模

から推定される余震域4) ともむじゅんしない.ここで上

述の前震はP-Sの短ν、所にあり，本震はやや長い部分
にあった.つまり前震と本震は余震域の端になったこと

は興味深いことである恭.

~ 6. 過去の地震

第5表は明治18年 (11385) から今回の地震前までの

宮城県内陸で発生した或程度以上の地震を示したの. こ

のうち，年のところにO印を付したものが今回の地震の

震央付近で発生したと思われるものであるが，明治，大

正時代の震央は必ずしも現在のように正確で、はないので，

多少の誤りがあるかも知れない • Micは河角の求めた規

模で、ある

これらのことを考えても，今回の震央付近で発生した

と推定される過去の地震は明治の中期のみで，それ以来

骨

0100 ∞ 3∞Km 

第7図(a) 明治33年会 (1900)5月12日ρ震
度分布図

余震の詳細な調査については後で再びとりあげる

つもりである.

し、
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第7図(b) 明治33年 (1900) 5月12日の震

度分布図

最近までほとんどなかったといってよく， 約60年ぶり

のことである.これらの地震のうち，最も大きかった明

治33年 (1900)5月12日の震度分布を求めたものが第

7図 (a)および (b)であるの. これを見ると今回のも

のよりはるかに規模が大きく，烈農地域もやや東寄りと

なっていることが異っている

~ 7. 被害状況

第6表(a)は5月15日17時現在の宮城県庁(災害対

策本部)調べの被害表，第6表 (b)および (c)は5月

7日現在における仙台鉄道管理局および東北地方建設局

調べの被害表である.この表はその後もほとんど変って

いないので，最終的なものとみなしてよいであろう.な

お東北本線瀬峯駅の南で江合川にかかる鉄橋付近で，地

震時運行していた貨物汀軍が脱線転覆する珍しい事故が

あった(第13図)

この表の (a)で，死者の 3名は古川市2名， 田尻町1

名で負傷者は古川市，田尻，小牛田，若柳および一迫町

で多い.また建物の被害のうち，全半壊は災害救助法の

適用を受けた田尻，小牛田，若柳，金成，迫および南方

の各町村が多く，ついで古川市が多い.

第8図は宮城県土木部調べの土木関係の被i害を道路

(0).，河川 (x)および橋JLょう工全1.V'2J也理的金一布ー

一一49ー



表被害

5月7日現在

第6表 (b)

27巻 2号報時

第 6表 (a) 被害表

5月 15日17時現在宮城県庁調べ

震験92 

仙台鉄道管理局調べ

被害状況

件数
志田 用j

駅宿そ 本の舎 屋他 破破破 損損損
8 

建物 37 
16 

築路路そ 堤盤沈盤下きのき裂狂裂沈決 潰下他い
29 

軌道
34 
17 
2 

乗給そ 水降 場管の 破破 壊裂他
10 

停車場 2 
4 

橋土下台留，水，脚，石桁渠等垣の破破破損傾損斜損
18 

線路 32 
7 

一、
、室主

人
重死転 者傷傷

3 
人 的 ノY 41 

A〆 235 

戸

f非公rY一住家共部家施全半被壊壊害書設

369 
ノゲ 1，542 

建 物 // 25，575 

か所棟
37，003 
410 

数
J.lIJ 

況

露目

状

位単

被

期j種

百代
畜産施設
開拓施設
農地
耕地施設
農協施設

か所|施 設|
俵|林産物|
基|林産施設|

159 
1，.100 

3，384 

|品主|

173，500 
720 
18 
240. 3 
526 
127 

1 
81 

岸警

覆
所

転
箇

線
通

脱
不

転運

3 

390 
283 
187 

ーさ--竺|竺空竺 設 21と
| 世帯|擢災世帯| 1911 
人|擢災者 9，293

7，260 
429 

業

か所

箇

道

工

水

商

業

木

山

農

林

土

1台

他のそ

骨@-
E
Aん

第6表 (c) 被害表

5月7日現在東北地方建設局調べ

60m 
100m 

5ケ所
若干

況状

ガードレーノレ倒壊
法崩，舗装盤き裂

舗装盤破壊沈下
橋梁前後の道路沈下

害

レ

被

ズ

所

古川市休
塚江合橋

高清水町

場Bリ

一級国道

四号線'

種

築館町

堤防き裂，法面崩れ沈下
その延長

ー堤防き裂，法面崩れ沈下 70cm
その延長

堤防き裂，法面崩れ

護岸崩壊

堤防き裂

P之

O 5OKm  

第 13図 墓石および建物などの倒壊した方向

1m 涌谷町|

を示したもので、ある.これを見ると震央を中心に集って

おり，一方南の方にまばらに広がっている.後者は表面、

の地盤の影響によるものと考えられる.なお岩手県側に

はほとんど被害はなかった.

以上の外通信や電力被害もあったようである.なお宮

- 50-

70m 

2000m 
800m 

1000m 

1500m 

田尻町

小牛田町

古川市

東和町

中田町

堤防護岸
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城県庁(対策本部)の発表によれば， 被害は総額40億

円以上に達いたということである

~ 8. 踏査報告

地震直後地変を中心に被害状況などを調べるために，

右のような現地踏査を行った.

この報告は以上の踏査報告の外小牛田町小牛田農業

高等学校教諭森俊彦氏の調査した「アンケード」も若干

参照し，地域的にまとめたものである.

古川市

米袋あたりより屋根の棟克が北側あるいは西側にくず

踏査地域|期間 担当者

築館 P 4月 30日築館気象通報所

震央付近一帯 5月 1日気象庁地震課酒井Z

(ii;ffp) 仙台グ観測課 渡小中林辺島

グ会計課

古川 5月 2日鳴子通報所谷地

築館，田尻

5月17-19日
仙台観測課瀬良

迫町，南方村一帯 // 八木

// 安部修

小牛田 6月 8 日 // 渡辺
、

博

夫

蔵

隆

偉
正

日 51ー



94 験震.時報 27巻 2号

れていた.

大幡(中の里)の墓地は 2-3害IJ倒れていた.方向は

まちまちで明確でなかった.

旧市内の墓地で，瑞川寺のものは 3割くらい，三日町

のものは5割くらいの墓石が倒壊した.倒れた方向は南P

北・廻転方向も時計廻りが多い.また，土蔵や門柱など

は北または南に倒壊しているものが非常に多かった.屋

根克の崩壊も北向あるくは南向のものが比較的多い.住

民の話によれば地震と同時に爆弾落下の時のような音と

風圧とを感じたとのことである

古川市の北国道4号線上の江合橋のけたずれの最大

は水平方向で 15cm，上下方向 5c'mとなった(第9図)， 

この橋を過ぎてからの国道4号線上の各所に道路に平行

にき裂が生じていた.
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築館町

この地区で建物の倒壊はあまり見られなかったが，屋

根克の破損はおびただしい.通報所の事務室にあるVHF

の機械(底面 50cm X50cm位， 高さ 1m80cm位)

がロッキングしながら，南方に約 30cmほど移動した.

杉薬師(隻林寺)の状況.この寺は小高い丘の上にあ

るが，この墓石は8-9割くらい倒壊し，その方向は東

西が多かった.正面にある山門前の狛犬(こまいぬ)の

1対のうち，牝犬は 840時計廻り，牡犬は東へ転倒し，

台石も複雑な運動をしていた(第10図参照).これから

z a ト一一一 71ι坑. ，一寸
o IT・

(壮 λ)

第 10図司狛犬の移動

一一一一一牡尖は東F南ー東時約一l-mの所A 転落

最大水平加速度を求めてみると 450ガノレとなったが，こ

のおかれている場所が台地の弱い地盤にあることおよび

最下部台石が約3。南側に傾斜しているため大きな値に

なったものと考えられる.ここでおもしろい現象とし7て

次のようなことがあった.

本堂の内部では何ら被害はなかったが，この裏にある

鉄筋コンクリート防火対震建築の宝蔵庫で、は，入口のコ

ングリート階段に大きなき裂が入札鉄扉の開聞は出来

ても，錠をかけることはできなくなった.内部には東向

き横一列に安置されている国宝3体の仏像のうち，本尊

(薬師如来)の両側の脇士が倒れ 3尺ほどの段の上か

ら東向きに転落した.‘この 2体のうち，向って左の脇士

(持国天)の一部が欠けたが，右の脇士(増長天)は破

損をまぬかれた.なお.中央の本尊は倒れなかった.こ

れらの仏像はすべてけやき造りの見事なもので脇士は 4

尺に近い立像であるが，本尊は台座が広く，詰そらく震

度VIでも倒れそうにもないような安定した座像であった.

通報所の東側にある米穀倉庫はほぼ東西に長い石造建

築で，地震当時はほぼ最大量の 4，500俵位収容していた.

倉庫管理者の熊谷氏の話によれば，米俵の上部が東へ，

又下部は西へ移動したとのことで，このため倉庫の東西

両面が大きく破損し，南北両面は単なるひび割れにとど

まった.

若柳町

柳徳、寺の墓石は 5-6害IJくらい倒れ?最大水平加速度

は320ガノレと推定された.時計廻りしながら西へ横すべ

りしているのが比較的多かった.

迫町(第 11図参照)

佐沼にある林昌寺の墓石は 8害IJくらu、の転倒率を示し，

方向は東西方向が多い.

深沢では水平移動がなく， 垂直最大 15cmのずれの

ある顕著な地割れが発見された.更に付近一帯は数多く

の地割れやきれつがあり，地変の激しさを物語っていた.

部落の人の話でも，この付近と北方の内海は最も被害が

大きかったといっていた.この顕著な地割れは農家(千

葉早人氏)の納屋の下を通っているが， この納屋は 10

cm程北西に移動していた.この地割れは断層の一部と

考えることは，東の方に数度の傾斜地であることと付近

一帯の地質構造から判断して若干無理なようである.迫

福祉事務所の調べによっても長沼周辺が被害が多く，特

に上記の深沢，内海などの南西部一帯がはなはだしかっ

たということである.

南方村(第 11図参照)

同役場の話によると開拓(干拓)部落のある野谷地で

52包 ι
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圏直:辰夫地吠(.l色泌私有F務所調)

第 11図 震央附近の地図

は最も多く倒壊家屋を出したということであるが，翌日 化していたが，やはり数cmの盛り土が見られた.この

多くの大工を動員して早急に復旧したためか(役場の人 盛り上りほき裂の線に沿ってできたようで，校庭の南西

の話)踏査当日はほとんどが復旧されていた. 部に地変が大きく，北東部はあまり著しくない.この地

この村の.地変で、は西郷小学校の東側丘陵地に南北方向 すべりの生じているのはこの南西部に当るところであつ

にのびた 10cmくらいのき裂が顕著で、あった.また，同 で，この土盛りした地域で，この前面はため池になって

小学校の校庭の一角には地震にまると忠われる地すべり いる.地すべりの進行状況は地震当初，大部分すべった

が見られ，この状況は次のとおりである. ということで，その後も徐々に滑動したようである.現

西郷小学校の地すベり.同校の敷地は丘陵地と平坦地 在はほぼ静.止角に至っているようであるが，長雨でもな

の聞を切りくずし，土盛を行って造成したもので，主校 るともう少しすべるのではないかと思われた.この付近

舎は北側の丘陵の切り取った地盤の上に建てられ，更に の土質は一般に軟弱で，北東部の丘陵切りくずし面を見

その両端の東とー西に小校舎がある.このうち西端の小校 ると，薄い表層の下に 70--80crriくらいの砂磯層が見

舎がかなり傾斜その他の被害がひどく，主校舎の西の部 られその他は大体一様な黄褐色のやわらかい砂岩となっ

分も傾斜した.この部分は盛り土の上に建てられている ている.この地すべりの起す条件として， (i)盛り土が

ように見られた 軟弱の地盤であったこと， (ii)地す斗りを起し得る傾斜

教頭の話では地面のき裂は全校庭におよび，方向は不 をもっていたこと， (iii)傾斜面の下端がため池になって

規則であったが，西側はき裂が多い.また，役場の人の いて，地すべり地域の土の中に水分がかなり多くなって

話では主校舎の約 1m前校舎と平行に土の盛り上りが出 いたことなどが考えられ，ごの条件の下で地震動により

来たということである.調査当日は雨のためかなり扇平 すべり出し，地すベりとなったものと考えられる.更に

- 53-
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この辺一帯は地下水の異変がかなり広範囲にあったので

この影響も大きく効いたものと考えられる.なおすぐ西

側に沿って接している道路は少しも滑動していないので，

この現象はかなり表面だけの現象であろう.

その他の地変として大袋，野谷地の水田中の小石噴出，

泥水湧出などの報告がある.噴出した小石は軽石状で，

水田の一部が盛り上ったとの事である.これは地下水の

湧出と共に盛り上。たものと考えられ，泥水の湧出も所

々で起こり，百代に被害を与えた.

仙北鉄道の線路の被害状況{第 12図)

この鉄道は東北本線瀬峯駅を起点として， .佐沼を経て

2量引'"

-
4
h
q
 

~ 
.f. Ktn 

第 12図 仙北鉄道の被害箇所(矢印)仙北鉄道調

登米に至るものであるが，この地震で鼠峯，高石間のほ

ぼ東西に走る 7.5km間でレーノレの局部的な変形が9か

所発生した.そのうちでも瀬峯と西郷付近がひどかった

ようである.高石以東はこのような被害はない.この資

料は仙北鉄道瀬峯駅構内の同保線課より提供されたもの

である

西郷，宗恵寺の墓石.傾れた方向は西ないし南が多い

民，斜面に墓石が立っていたものが多いため，やや乱雑

な方向を示していた.こ札らの墓石のうち，最も安定性

のあると思われた転倒墓石の最大水平加速度は 430ガノレ

以上と計算されたしかし震源にごく近い所では上下加

速度も作用し，地表面付近の土質，その上に載っている

構造物の状態によって異るので，真の値を示すかどうか

分らない 同寺の本堂の南面にある玄関が，本堂から離

れて南々東に倒壊した.これは屋根の一部が本堂に接着

していたもので，単独の建物の倒壊と見ることは出来な

いが，墓石など尚南から西成分に倒れたのに比べて，東

成分を持った方向に倒れたのが異っていた.

高石.ここにある神社の真南向きり忠霊塔は西向きに

なった.また胸像は土台，本体とも西向きに倒れた.二

つの石蔵のうち，南北に長いもの(石の一辺の長さは 1

尺)が完全に破壊したのに対じ，これより少し低い地面

のすぐ近くに立っている東西に長い石蔵(石の一辺の長

さは 6寸)はあまり被害はなかった.

田尻町

町の中心部から北の郊外通木にかけて建物の被害がい

ちじるしく，建物は南北方向に傾いているものが多い.

国鉄田尻駅前の沼部農協米穀倉庫は N8
0

E に長い土蔵

造りで， 当時最大収容量の 70%約6000俵収容されてい

た.これが地震動と同時に北面の上部が震央側へ移動し

?といたことは，築館の米穀倉庫の場合と類似した現象で

ある.また「アンケート」調査によれば地鳴りを聞いた

方向として北成分が多いことも興味深い.以上を総合しr

て，墓石および建物などの倒壊した方向を大まかに示し

たものが第 13図である. これを見ると大体は震央の方

向にむいているものが多い.

一般に地下水変化がかなり広範囲にあったようで，大

部分はそのため井戸水が増加し，濁ってしまったという

のが多く，減ったというのは極めて僅かであった.この

範囲は震度V以上の地域のほか，南は鹿島台，南郷，矢

本の各町，西は中新田，岩出山，鳴子の各町，東は河北

町におよぶものであづた. 古川市の西の田の中で約 30.

cm くらいの小範囲の陸起が地震後数日経過して起きた

ことも，おそらく地下水変化と関係しているものと考え

られる.これらのことを上層の地質構造と関連させて調4

べてみるといろいろ興味ある事実が得られるかも知れな

し、.

S 9. あとがき

以上今回の地震について，現象のあらましを見てきた

が，時間の都合もあってつっこんだ調査や議論は後日に

譲らぎるを得なかった.

今回の地震が地震学の立場から中程度のとるに足らな

い平凡なものであろうという意見は余りにも軽率な考え

方である. というのは重力異常や地質学的にかなり問題

にされている地方に起きた当地方として 60年ぶりの地

震であること，気象庁が電磁地震計を最初に標準的な条

件で設置した石巻では，最も震央に近く，完全に高倍率

で記録を取ることが出来たことなどもあって，特に余震

現象や東北地方の地質構造線上の地震として過去の知識

を再検討する重要なものである.また人工爆破か.ら得ら

れている東北地方の地殻構造を自然地震の立場から検討

する重要な資料を数多く提供しており，その価値は極め

て高いからである.また防災的な立場に立つeて第4紀の4

地盤についての対震建築上や，土質工学上の問題点につ

- 54-
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いて，それぞれの専門家がかなり積極的な調査を進めて

おり，この方面でも貴重な資料を提供していることを強

調したい.

終りにこの報告を作成するに当って数多くの資料を提

，供された各関係機関の方々に厚く御礼申し上げる.また

今回の地震についてそれぞれ別の専門の玄場から意見を

聞かせて頂き，一部資料を提供された東北大学理学部，

工学部の方々，および東大地震研究所の岡田惇氏に対し

ても衷心より感謝の意を表する次第である.
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今回の地震で変った現象として乙，および丙種観測所

の自記記録に地震によるショックを記録した(第 14図お

よび第 15図)

特に築館の綜合自記器械の雨量計は 4mm(8図柄が

転倒).また温度と湿度は共にスケ一所アウトした. 花

山では雨量自記器のペンがわずか動いただけであったが

温度と湿度は共にスケーノレアウトした.佐沼以外の観測

所にある転倒耕三の自記南計では， 降水量 0.5mmで

析が転倒レ這接記録をするようになっている 佐沼は貯

水型雨量計であるが，上下 0.2mmの記録後λ ンがは

ずれていた

いま，もし振動実験などによって加速度と転倒との関

係がわかっていれば，この型の雨量計が全国的に設置さ

れているので，転倒した記録より或程度加速度を推定す

ることができるであろう

観測所の自記記録に

現われた地震による記録骨

E5501'11¥. 

地震による記録のある自記雨量計の分布

黒丸は桝が転倒叉はフロート振動の記録

白丸は振動記録(降水量相当omm) 

第 14図
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A-
E清 数 表

1) ウィーへノレドおよび普通地震計

観測所| 地震計名 |成 分 |周 期|倍 率|摩擦値|制振度

sec 
仙 ぷロ内 ウィーへノレト N-S 4.9 78 o. 15 8 

E-W 5. 0 84 0.07 7 
U-D 4. 7 62 0.09 8 

八 戸 ノゲ N-S 5. 1 91 o. 18 8 
E-W 5. 1 91 o. 18 8 
U-D 4. 3 ，70 o. 18 8 

青 森 ノゲ N-S 5.0 80 0.21 9 
E-W 4. 9 78 0.24 8 
U-D 4.6 62 0.27 8 

j百 田 54B普通 N-S 2. 0 55 o. 12 8 
E-W 2.0 52 o. 18 8 
U-D 2. 1 54 0;07 8 

2) 電磁地震計

所泊山山
目
見
。
咽 地震計名 分成

振子の
周期

検流計の
周期

立
ロ，必l
a

数常ム友減率

sec sec 
福 島 59型直視式 N-S 5. 1 0.07 105 0.51 

E-W 5.0 // 111 0.55 
U-D 5. 1 グ 95 0.49 

小名浜 ノY N-S 5. 0 A〆 105 0.36 
E，....;.W 5.0 // 104 0.36 
U-D 4.9 グ 104 0.38 

3) 1倍強震計

観測所| 地震計名 成分 周期 摩擦値ー 制振度

仙 」口」、 50型 N - S 6.0 0.005 9 6 
E-W  6.0 O. 00 5 
U-D  4.9 0.008 11 

福 島 51型 N - S 6.0 0.01 8 
E-W  5.8 O. 01 9 
U - D 5. 1 0.02 7 

小名浜 1/ N - S 5.8 8 0.010 7 
E-、v 5. 0.016 8 
U-D  4.8 0.012 8 

秋 田 グ N - S 6. 2 O. 006 10 
E-W  6. 1 O. 003 9 
U-D  3.9 0.006 8 

?酉 田 52型 N - S 6. 1 0.019 7 
、 E-W  5.6 0.016 8 

U-D  5.0 0.015 7 

石 巻 50型 N - S 6. 0 O. 008 6 
E-W  6.0 0.005 8 
U-D  6.0 0.03 8 
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宮城県北部地震写真集

江合川鉄橋付近の脱線事故現場(陸上自衛隊提供)

江合川鉄橋付近で脱線した貨物列車(毎日新聞提供)

南方村西郷小学校南西隅の地すべり



国道4号線古川市，高清水町境界付近のき裂

(昭和 37年 3月完成 したもの)

築館町国道のき裂 (東西方向) 深沢の築堤のき裂



若柳町柳徳寺の墓石

杉薬師狛犬の廻転(北側牝犬約900 向きをかえている.台石
は時計まわり }.

田尻町通木の倒壊家屋(毎日新聞提供)


